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こんな事はクリーニング師なら常識だと思っていた
らそうでもない事が多すぎます。先日も毛利春雄先生
とお話しさせていただいたときに、クリーニング師免許
を取る時にテキストに載っていないからと言われまし
た。その一つを今回は書いてみます。
撥水加工してある衣類をドライクリーニングした時

に効果が落ちているとき、お客さまに撥水加工をお勧
めする業者さんが殆どだと思いますが、ドライクリーニ
ングは一浴循環していればソープは必ず衣類に残って
います、ソープは界面活性剤です。これと撥水は真逆の
働きです、ソープをすすいでやれば撥水効果は戻りま
す。こんな仕事を続けてきたこともクリーニング屋離れ
に繋がっているのかなと思います。
　クリーニング師の研修の時のテキストは毎回、前回
のテキストと殆ど一緒です。つねに勉強を続けなけれ
ば、免許とりたてのプロの入り口のままです。私もクリー
ニング師研修の講師の時はテキストの2、3ページ分を
深くお話しさせていただいています。
貴方はお客さまにプロですと自信をもっていえますか？
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立松元

今回題も内容も少し変え、寒いから、暑いから、足が痛い、
腰が痛い、となにかと言い訳（屁理屈）を並べて出かけない
方、いらっしゃいませんか？　私はなにかと理由をつくって
フラフラと出かけがちなタイプなのでそんな方たちにこんな場所、あんな
物をご紹介していければと思っています。
　さて今回は山登りです。ごほうび
は、意外な景色とおいしい物です。
まずは本題に入る前に我が家の目
の前に広がる絶景のご紹介。当地
常滑は伊勢湾をはさんで鈴鹿セブ
ンマウンテンが見事に眺められま
す。毎日夕方この山並に沈む夕焼
けは本当に自慢の景色です。向か
って右から、藤原岳、竜ヶ岳、釈迦ヶ岳、御在所岳、雨乞岳、鎌ヶ岳、入道ヶ岳。
どれも１０００Ｍ前後で日帰り可能な山々です。山登りを始めて１０年く
らいですが、まだ全山踏破はかなっていませんが、頂上近くからの景色の
変化がおもしろいお勧めの山々です。
さて今回は入道ヶ岳へ行ってきました。１２月初旬、ふもとである椿大
神社は紅葉も盛りが過ぎた頃、朝８時過ぎの出発です。ここで一つ目の
お勧め、トイレです。駐車場脇にあるのですが、この時期便座に座る時勇
気がいりませんか？　でもここのは違う。あったかいのです。屋内なら普
通なのですが、なんともうれしい瞬間でした。他の鈴鹿の山もそうですが、
稜線に出るまではかなりの急登です。ここも変わらず２時間程はがまん
の時間です。そしてそれは突然現れました。この時期ふもとからでは想像
できなかった「雪」です。全面に積もっていた訳ではありませんが、まさに
自分の足で登ってきた人にしか見ることができないごほうびです。
　　　　　　　　　　　　　　　道中は道しるべとして１～１０と所々
　　　　　　　　　　　　　　に案内があるので、あと少し、と目安にな
　　　　　　　　　　　　　　ります。９から景色が一変します。この時
　　　　　　　　　　　　　　期ですが、上半身は長ソデＴシャツ１枚
　　　　　　　　　　　　　　でしたが、夏でもこの辺りからは風が強く、
　　　　　　　　　　　　　　フリース、ベスト、ウィンドブレーカー、ニッ
　　　　　　　　　　　　　　ト帽と持ってきた物を全部身につけても寒
　　　　　　　　　　　　　　いくらいです。頂上は鳥居を囲んでまさに
　　　　　　　　　　　　　　吹きっさらし。はい松の影で風を避け鹿の

落とし物に注意しながら第２のごほうび昼食タイム。今回はホッと一息担々春雨、
甘じょっぱい助六寿司。本当に一時ですが、この瞬間を楽しみに登ってきました。
　さて今回は久しぶりの山登りだったので下山は要注意です。全体重がヒザにつ
ま先にかかり続けるので、急がず、ゆっくりを意識して一歩一歩。普段ならうれしくも
ないアスファルトの道が見えた時には、思わず声が出ます。「ヤッタ！！」　時刻はお
昼過ぎ、まだまだ早いのですが、第３のごほうびお土産です。ご当地名物椿草もち、
椿こんにゃくを買って帰宅を急ぎます。本日出発前から「今夜は手巻きパーティー
だよ。」と聞いていたからです。なにをやるにも帰る場所がある事が、大前提。　無
事「ただいま。」と言える事が目標で出かけています。さて最初に書いていますが、
きっかけなんかは何でも良いのです。テレビで見た景色をこの目で見てみたい。
あの名物のおいしい物が食べてみたい。
　深く考えず、まずは一歩出かけてみましょう。少し身軽になれますよ。

結果報告、２０,６１６歩。体重２００ｇ減。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウェットセミナー

2月16日クリーニング組合総会後に、ウェットクリーニングセミナーを行いました　第一部はゲンブ由良さんによる、ウェッ
トクリーニングのMA値などの説明。シリコン系とノンシリコンの従来のウェットクリーニングについてのセミナーでした｡
　第二部では、白洋舍の子会社　双立より中込・鈴木氏による新洗浄方式ケア4についてこの洗浄方式は大手クリーニング
店も取り入れている洗浄方式です。
　セミナーの概要は、世界（おもにヨーロッパ）のクリーニングの最近の現況ドライクリーニングの比率が減少しウェットの比
率が増加している現状の解説｡ヨーロッパでは、25％以上ウェットクリーニングの比率となっている利点は、ドライクリーニン
グするべき素材のものも安全に水洗いが可能時間も洗い２０分､乾燥１５～２０分と短く、水量も１キロあたり７リットル
で済む｡　注意点は、明るい色と暗い色を分けて洗うだけ！ウールのズボンとカジュアルシャツ、ジャンパーもいっしょに洗う
ことができるため、少量の時でも効率的に洗浄することが可能｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的な工程は、回転５秒停止２５秒の優しいメカニカルアクションで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４つの洗剤を使用し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①カラット　繊維を保護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ポラー　アルカリ性の洗剤で、汚れ落ちが良い（ウールにアルカリ？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？と思うでしょうがカラットの保護のちからで可能となります）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③シトロ　アルカリ洗剤を中和します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④カラット　コンディショナー　を仕上げ剤として使うことで乾燥する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことでシワを伸ばすことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ⑤乾燥は７０℃で１５～２０分

　この工程でドライクリーニングで洗ったかのようなシワのない状態でウェットクリーニングが可能。ノンシリコン洗剤であり、
環境にも優しい。ドライにないさっぱり感を与える洗いです。産業廃棄物もでませんし、消防法の規制も水洗いなので、どんな
場所でも可能。
　設置も今ある洗濯機（プログラムできる機種に限る）に４連の洗剤投入機を付け、プログラムを設定してもらうだけで可能
です。　講演後は、質問が相次ぎユーザーでもあるミナミクリーニングからも実例を交えて解説もありました。
　今後のクリーニング業を考えるとこのシステムを取り入れることは必須であると感じます。
　産業クリーニング　ワイシャツ　ドライクリーニング（代替のウェットクリーニング）と１台ですべてが賄える　スペースも
少なく済みます。
セミナー後もすでに見積依頼がきているほど、刺激的な内容でありました。

　　　　　　　　　　　　　　ドライクリーニング洗浄試験について

当店が年間洗浄試験（年１２回）に申し込んだのは、当時全組合員に向けて無料で洗浄
試験をやってくれていた頃の事です。結果的には洗浄率、再汚染率とも全く良くなく、研究所所
長に頼り、まずは１年間ドライクリーニングの溶剤管理を始めました。
　昨年の夏に「ドライクリーニングの基本のき」講習会でも立松所長が力説されていた、「何よ
りも溶剤管理が大切です。」愛知県の冬は気温０℃近く・湿度２０％、夏は気温４０℃近く・湿
度８０％、こんなにも１年間で変化するのですからソープ濃度、ゾール温度、ゾール湿度も変
化して当然です。
　この年間洗浄試験をきっかけに、ゾール液色、ゾール液温、流量、酸価測定、水分除去、ソー
プ投入量、カーボン・フィルター・脱酸剤の交換時期などなど記録・管理するようになり、ドライ
クリーニングの洗浄率・再汚染率も安定してきたように思います。　
　先日のウェットクリーニングのセミナーもそうですが、せっかく組合に入っているのですから、いまさら勉強？ではなくいまさらに勉強！メリ
ットは自分から動く人のみに感じられます。ちなみに年間洗浄試験（年１２回）￥１１，０００で申し込めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士ランドリー　大谷　尚子


